
支
城
網
と
堅
城
で
対
決
を
選
ん
だ

名

門

の
最
期

北
条
氏
政

・
氏
直

北
条

氏

は
、
名
門
戦
国
大
名

と
し

て
初

代

。

北
条

早
雲

（
伊
勢
盛
時
）

以
来
、

五
代

１
０
０

年

に
わ
た

つ
て
関
東

を
治

め
ま
し
た
。
小

田
原

城

は
早
雲
入
城
以
来
、
難
攻
不
落
を
誇
り
、
永

禄

４
年

（
１
５
６
１
）

に
長
尾
景
虎

（
上
杉
謙

信
）
、
同
１２
年

に
武
田
信
玄
に
攻
め
込
ま
れ
て
も

持
ち
こ
た
え
た
堅
城
で
し
た
。

豊
臣
秀
吉

は
主
君

・
織

田
信
長

の
没
後
、
徳

川
家
康

に
政
治
的

に
勝

っ
て
関
白

と
な
り
、
中

国
、

四
国
、
九
州

の
平
定

に
成
功
。

そ
し

て
信

長

の
同
盟
者

だ

っ
た
家
康
を
上
洛

さ
せ

（
臣
従

の
意
味
を
も

つ
）
、
全
国
統

一
ま
で
残
す
と
こ
ろ

は
関
東
と
東
北
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

早
雲

か
ら
数
え

て
四
代
目

の
氏
政

は
、
天
正

・６
年

（
１
５
８
８
）
に
秀
吉

か
ら

の
上
洛
要
請
を

蹴
り
、
弟
を
名
代

に
上
洛

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の

と
き
、
北
条
氏
と
真

田
昌
幸

の
紛
争
が
起
き

て

い
た
沼
田
領

（
群
馬
県
沼
田
市
）

に

つ
い
て
裁

定

を
行

い
、
北
条
氏
、
真

田
氏

の
分
割
統
治
が

決
ま

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
北
条
氏
が
真
田
氏

の
名
胡
桃
城

（群

馬
県

み
な
か
み
町
）
を
急
襲

し

て
奪

い
、
豊
臣

政
権
が
言

い
渡

し
た
私
戦
停
止

の
約
定
を
破

る

事
態
が
起

き
た

の
で
す
。
当
時
、
秀
吉

は
政
権

の
ト

ツ
プ
と
し

て
私

の
合
戦
を
禁
止
し

て
い
ま

し
た
。
秀
吉

は
激
怒

し
、
全
国

の
大
名

に
北
条

氏
討
伐

の
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

第

一
次
上
田
合
戦

は
北
条

氏
と
真
田
氏

の
沼

田
領
を
め
ぐ
る
争

い
が
原
因
だ

つ
た

の
で
す
が
、

ま
た
し

て
も
北
条
―
真

田
間

の
沼
田
領
問
題
が

小

田
原

の
戦

い
を
引
き
起

こ
す

こ
と
に
な

っ
た

の
で
す
。

ま
ず
、
前

田
利
家

と
上
杉
景
勝
が
上

田

へ
向

か
い
昌
幸

（
一
説

に
は
信
之

・
信
繁
も
）

と
合
流
し
、

３
万

５
０
０
０

人

の
軍
勢
が
沼
田

方
面

へ
出
陣
し
ま
し
た
。

北
条
氏
は
箱
根
と
神
奈
川
か
ら
東
京

・
群
馬

。

埼

玉

。
千
葉

・
茨
城

に
及
ぶ
支
城
網

で
対
抗

す

る
作
戦

で
し
た
。

し
か
し
、
全
国

の
大
名

を
動

員

し
た

２０
万
人
以
上

の
大
軍
は
、
小

田
原
城
を

包
囲
し
た
ま
ま
、
広
範
囲

に
及
ぶ
支
城
を
次

々

に
攻
め
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。

北
条
氏
と
同
盟
関
係

に
あ

つ
た
奥
州

の
伊
達

政
宗
も
秀
吉
方

に
参
陣

し
、
小

田
原
城
内

で
は

和
議
と
抗
戦
を
め
ぐ

つ
て
結
論

の
出
な

い
議
論

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

小
田
原
籠
城

は
３
か
月

に
お
よ
び
、

つ
い
に

氏
直

（
氏
政

の
後
継
）

は
勝
ち
目
が
な

い
戦

い

を
諦
め
て
、
降
伏
を
決
め
た
の
で
す
。

小

田
原
が
堅
城
だ

っ
た
が
ゆ
え

に
、
北
条
氏

は
天
下
人
相
手

に
抗
戦
を
選

び
、
滅
亡
す

る
こ

と
に
な

っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■

■

■

「
囃

…
…

城
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城
下
を
内
包
し
た
要
塞

‐５
世
紀

の
末
、
北
条

早
雲
が
入
城

し

て
以
来
、

小

田
原
城

は

１
０
０

年

の
間

に
拡

張
を
繰
り
返

し

て
き
ま
し
た
。

北
条

氏
時

代

の
中

心

は
、

現
在

の
復

興

天
守

が
あ

る
本

丸

で
は
な

く
、
東

海
道

本

線

や
新
幹

線

を
隔

て
た
北

側

に
あ

る
、

八
幡

山
古

郭

Ｌ
呼

ば

れ
る
あ
た
り

で
し
た
。

本
曲
輪

Ｌ
周
囲

の
八
幡

山
古

郭

は
曲
輪

を
設

け

て
お
り
、

こ
れ

ら

の
曲
輪

を
囲

う
形

で

二

の

丸

ほ
か

の
外

郭

を
造

っ
て

い
ま

し
た
。

永

禄

１２

年

（
１
５
６
９
）

の
大

普

請

で
は

二

の
丸

の
外

側
を
拡
張
し

て
さ
ら

に
三

の
丸
を
築

い
て
お
り
、

三

の
丸

か
ら
は
障
子
堀

（
４９
ヽ

５０
、
‐
２
６

ペ
ー

ジ
）
を
発
掘
し

て
い
ま
す
。

そ
し

て
、
秀

吉

と

の
対
決

に
備

え

て
北
条

氏

は
、
こ
れ
ら
に
加
え

て
、
惣
構

え
を
設
け
ま
し
た
。

，
Ｅ
尋
；
Ｉ
＾
、
　
こ■
■■
　
ヽ
」
う
１
，
　
ヽ
　
ヽ
／
ン
　
りヽ
Ｌ●１
「
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小田原城は

町全体が “城 "

惣構えの全長は約 9kmも あった I

「相州小田原絵図」(松原図)

江戸時代に描かれた絵図で、惣

構えの中に、道路が格子状に通

る城下の様子がわかる。

小田原市立図書館蔵

北条氏時代の障子堀

三の丸から発掘された障

子堀の遺構。山中城を

守った障子堀は小田原

城にも掘られていた。
『小田原市史 資料編 中世 ‖、

別編城郭』より転載

石垣山城

秀吉が小田原の西南 笠懸山に築い

た城。およそ 80日 間で築城し、完

成後に周囲の木々を切って突然見える

ようにしたので「―夜城」と呼ばれた。

総石垣で天守合も築かれた本格的な

城であった。写真は関東大震災でも

崩れなかった井戸曲輪の石垣。

撮影/岡 泰行

体

を
す

っ
ぽ
り

と
囲

い
込

む
も

の
で
し

た
。

全

長

は
約

９
ｋｍ
も
あ

つ
た

よ
う

で
す
。

小

田
原

の

戦

い
で
は
、

豊

臣

軍

が
惣
構

え

の
外

周

を
包

囲

し
た
持
久
戦

に
な
り
ま
し
た
。

空
中

写
真

や
江
戸
時

代

の
絵

図

（
上
）

を
見

る
と
、
東

西
南

北

に
道

が
走

り
、
街

区

を
整

理

し

た
可
並

み
が
見

て
取

れ
ま
す

が
、

こ

の
う
ち

正
吉

北
方
位

の
街

区

は
、

北
条

氏
時

代

の
城

下

に
さ
か

の
ぼ
る
も

の
で
し
た
。

ま

た
、
御

用
夫

曲
釜
．
の
発
掘

調
査

で
は
、

き

れ

い
な
切

石

を

タ

イ

ル
の
よ

う

に
敷

き
詰

め
た

庭

園

も
出

て
き
ま

し
た
、

こ
の
き

れ

い
な

石

は

墓

石

を
転

用

し

た
も

の
で
す

．^

こ
う
し
た
転

用

材

（
石
）
は
ほ
か

の
城

で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ

の
庭

園

な

ど

は
、
第

二

の
陣

の
回

問

ヶ
崎

館

の

「
主
殿
」
（
３０
ぺ
‐
ジ
）
と
同
じ
よ
う
に
、
伝

統

的

な

屋
敷

で
権

力

の
正
当
性

を
示

し

た
も

の

で
し

た
。
幕

府

の
執

事

一
族

の
出
身

で
あ

っ
た

早
雲

以
来

の
伝

統

と
権
威

を

ア
ピ

ー

ル
し
、
文

化

と
伝

統

を
重

視

し

て
関
東

を
治

め
た
北
条

氏

の
政
治
姿
勢
が
う
か
が
え

る
で
は
な

い
で
す

か
。

こ

の
小

田
原
城

の
惣
構

え

と
、
次

に
紹
介

す

る
山
中

城

を
中

心

と

し

た
箱

根
支

城

網
、

さ
ら

に
関
東

一
帯

に
広

が

っ
た
八

王
子
城

（
東

京

都

八
王
子
市

）

な

ど

の
支

城
網

の
整

備

と
強

化

に

自
信

が
あ

っ
た

こ
と
も
、

北
条

氏

が
秀
吉

と

の

戦

い

の
道

を
選

ん

だ
要

因

と
な

つ
て

い
た

の
で

す
。
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復興天守、

櫓 、  P]

復興 した天守は
小田原のシンボルに !

小田原城天守

石垣高約 115m、 天守高
約 272mて、 昭和35年
(1960)に 江戸時代の図
や雛形を参照して復興天
守として建てた。内部には

刀剣、甲冑、絵図などを

展示している。
写真 /Jヽ 田原市観光課

解体が進む天守

軍』:き英賃mffIInf工
事の様子。■体後の天

写真/個人蔵

二の丸隅櫓

|:「ξ聰 ま兵I曇
′tま て現存したが、関東

大震災て妻れ、昭和 9年

11934,に再建した。
写真 ′′_≡ 言市姜光課

破
壊
後
、
近
世
城
郭
と
し
て
再
建

小

田
原

の
戦

い
後
、
北
条
氏
旧
領

に
家
康

が

移
り
、
小

田
原
城

に
は
家

臣

の
大
久
保
忠
世

が

入
城

し
ま
し
た
。
大
久
保
氏

は
二
代
目
が
失
脚

し

て
城
代
が
置

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
康

は

惣
構
え
な
ど
の
破
壊
を
命
じ
ま
す
。

そ
の
後
、
阿
部
氏
を
経
て
、
寛
永
９
年
（１
６
３
２
）

に
は
、
稲
葉
正
勝
が
入
封
。
現
在
の
本
丸
、
一
一
の
丸
、

三
の
丸

の
整
備
を
幕
府
が
大
名
を
動
員
し
た
天
下

（公
儀
）
普
請
で
行
い
、
小
田
原
城
は
近
世
城
郭
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
稲
葉
氏
の
次
に
は
、

大
久
保
忠
朝
が
入
封
し
、
明
治
時
代
ま
で
大
久
保

氏
が
城
主
を
務
め
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
、

ほ
と
ん
ど

の
建
物

を
壊

し
、

残

っ
た
二
の
丸
隅
櫓
も
関
東
大
震
災

で
倒
壊

し

ま
し
た
。

小

田

原

城

の

こ

こ
を

見

よ

う

―

昭
和
３５
年

（
１
９
６
０
）
に
復
興
天
守

（右
上
）

を
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
建
設
し
、
以
後
、
彙

靴

門

（
４７
ぺ
‐
ジ
・
右
）
、
馬
出
門

（
４７
ぺ
‐
ジ
・
左
）

な
ど
を
復

元
し

て
い
ま
す
。

二

の
丸

の
表
門

で

あ

る
銅
門
、
本
丸

の
正
面

に
位
置
す

る
常
盤
木

門

の
迫
力
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
西

へ
足
を

の
ば
す
と
、
小
峯
御
鐘

ノ

台
大
堀
切
り

（
４４
ぺ
‐
ジ
）

が
あ
り
、
幅
約

３０

そ
の
後
の
小
田
原
城
と
現
在

:裁11≒ギ争ゝ

冬基厖

′
十



銅門

二の丸の正門。銅で装飾

したのでこう呼んだ。橋

に面した内仕切 り門と奥

に建つ銅門によって内枡

形となっていた。平成 9年

(1997)|こ 復元。

写真 /`Jヽ 田原市観光課
小
田
原
城

・
山
中
城

―
ここが見所 I

一
ろ う

馬出門

馬屋曲輪から正面出入り口につながった門。一方を水堀

方を土塀で囲んだ。平成 21年 (2009)に 整備。

写真 /4Jヽ 日原市観光課

復元した門の大きな枡形を体惑しよう |

堅牢な造りの門

0宇橋

0需
=電

土曜

0主吉橋

響

番

薔

蓼

番

盪

壕

饉

亀

箱
根
登
山
鉄
道

b

千11校舞1鴇曇讐テ |

//二
・・菫

三の丸

0

二の丸小学校

一
一
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．

一
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0鉄電節

0擦茶壼曖

OⅢ垂
=載

」
`垣

it奎 三
=

47



●

′

ヽ

　ヽ
Ｅ

〓
―
一
　

‘
Ｉ

た

，
ュ

嘔
　

一■

層

４
り
「
●
■
■

「

月

ｌ

ｄ
「

■

日

「

一
Ｆ

い　
ｒ

ｒ
ｒ
Ｅ
ロ
コ
日
　

　

―

一ミ

．
　

ミ

．

‘
Ｉ

Ｅ
■
僣
ご

―

‘

塵

　

Ｌ

コ

ロ

ヽ

‥

電

７

．一」

Ｌ

■

コ

ヨ

日

懸

北
条
氏
時
代
の
山
中
城

●
ｒ
１１

‐■
■
■
■
■
■
■
●

華
条氏箱根支城網と豊巨軍 山中城復元イラスト

西の丸の西端には槽台があり、そ

の横から漬堰を渡り、「西櫓」と

呼ぶ馬出しに進む木橋が本来は

あった。馬出しの左右には木橋と

土橋があり、城外へは西の丸から

の援護を受けて攻め出すことがで

きた。鳥≡二し、そして畝堀、障

子堀|ま 北条流案城術の特徴。

イラス /ヽ三 it言天 菫修/千田嘉博

0足柄城

雌／
醸囀一一套枷

・
　

　

　

　

」
、．・

馬出しと

畝堀、障子堀
西への出撃を意図した構え

北
条
流

「
境
目
の
城
」

北
条

氏

は
秀
吉

と

の
戦

い
に
備

え
、
小

田
原

城
惣
構

え

と
と
も

に
、
箱

根

支

城
網

を
強

化

し

ま
し
た
。

な

か
で
も
山
中
城

は
、
南

の
韮
山
城
、

北

の
足
柄

城

と
連
携

し
、
箱

根

を
守

る
重

要
拠

点

で
し
た
。

山
中

城

は
本

丸

を
中

心

に
、

北

と
南
、

西

へ

と

三
方

に
曲
輪

を
張

り
出

し

て

い
ま

し
た

（
５‐

ペ
ー
ジ

・
案
内
図
参
照
）
。
特

に
豊
臣
軍
が
来

る

西
方
向

に
は
、

二

の
丸

か
ら
元
西
櫓
、
西

の
丸
、

馬
出

し

（
西
櫓
）

を
並

べ
て
配

置

し

て

い
た

の

で
す
。

曲

輪

は
尾

根

筋

を

切

っ
た
堀

切

り

と
、

横

堀
内

に
仕

切

り

を
設

け

て
移
動

を

で
き
な

く

し
た
畝
堀

・
障

子
堀

で
守
り
ま
し
た

（
堀
切
り
、

横
堀
、
畝
堀
、
障
子
堀

に

つ
い
て
は

１
２
６

ベ
ー

ジ
）
。

城

兵

は
厳
重

に
守

っ
た
曲
輪
内

か
ら
反
撃

し

た

の
で
有

利

な

は
ず

で
す

が
、

豊
臣

軍

は
大

き

な
被
害

を
受

け

る

の
を
覚

悟

で
、
数

に
任

せ
た

力
攻

め
を
し
ま
し
た
。
北
条

約

４
０
０
０

人

に

対

し
、
約

７
万
人
、

（実
際

の
攻
撃

は
２
万
人

ほ

ど
）

の
大

軍

（
上

の
地

図

）

が
弓

や
鉄

砲

で
倒

れ
た
兵

を
乗

り
越

え

て
、
次

か
ら
次

へ
と
押

し

寄

せ
た

の
で
す
。

双
方
多
数

の
犠
牲

を
出

し

て
、

わ
ず

か
半

日

で
山
中

城

は
落

城

し
ま

し
た
。

秀

吉

は
全

国

か
ら
大
名

を
動

員

し
、

天
下

人

の
力

POINT!

現
=ダ

甕


